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雲仙普賢岳噴火は5年間で
0.2立方キロ

セントへレンズピナツボとも
にほぼ数日で数立方キロ．

日本が最近経験し
た噴火はごく小規模
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桜島大正噴火の火山灰
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大正噴火の火山灰の堆積
ー風下側約４０ｋｍまで30ｃｍ以上ー
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17世紀以降の火山噴火

・最近の火山噴火はごく小規模だが、21世紀中には中～大規模の噴火が５
～６回発生すると想定すべき 5

日本列島は3.11を境に大変化

• 200kmx500kmの領域の数十mのズレは日本列
島の応力状態に変化
• 北海道から九州に至る22火山で，直下の地震活動
が増加

• 箱根，焼岳などでは有感地震も発生
• 火山噴火誘発の可能性

• 世界のM9地震では，発生後数年以内に火山噴
火が誘発
• 3.11東北日本太平洋沖地震の後，数年は警戒必要

別の観点も！
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9世紀の日本列島

津久井ほか 2008
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・貞観地震(869)の直前に
中越地震
・貞観地震(869)の約20年
後に仁和地震(887）

・羽越，中越，信越，東海・
東南海・南海地震が貞観
地震の前後に発生
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9世紀に酷似する現代
ー地震活動ー

• 863年の中越地震 ｖｓ 2004年中越地震＆2007年中
越沖地震

• 869年の貞観地震 ｖｓ 2011年東北地方太平洋沖地
震

• 887年南海・東南海での地震ｖｓ想定三連動地震

想定マグニチュー
ド

10年確率 30年確率

南海地震 8.4 20％ 60％

東南海地震 8.1 20％ 70％

東海地震 8程度 88％
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大地動乱の時代には火山活動も活発

• 9世紀後半の貞観地震（８６９）前後の地震多発
• 中越地方での地震（８６３）

• 東海・東南海・南海地震(887）

• 神津島噴火(838)，富士山噴火(864‐866)，伊豆大島
噴火(838，886)，三宅島噴火(832‐850)，新島噴火
(856)，鳥海山噴火(871)

• 阿蘇(864,867)，鶴見・伽藍(867)，開聞岳(874,885)

今後数十年は富士山を含む，
火山活動の活発化も
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富士山噴火の約８割は小規模噴火
最近3200年間の噴火の規模（噴出物量）と回数

統計的には次期噴火は
小規模である確率大

平均的には30年に1回程度噴
火していた火山が300年休止
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15火山中11火山は史上初の噴火，
すなはち，数百年ぶりの噴火

VEI(火山爆発指数）
が5以上の噴火：10億
立米以上の噴出物を
出す噴火(巨大噴火）

数百年以上の休止の後の噴火は
大規模な爆発的噴火になり易い 11

宝永噴火絵図ー３

静岡県史，1996より
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富士山宝永噴火の噴煙高さ

Miyaji et al., 2011

高さ15kmの噴煙がほぼ2週間！
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宝永噴火の降下火山灰・レキの厚さ分布

大噴火では噴煙は西風に流される
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特異な日本の火山観測・監視体制
多機関の協同，ただしHQ無し

• 気象庁：地震・地殻変動の監視観測（GPS ,傾斜），情報発信

• 火山噴火予知連絡会（気象庁長官の私的諮問機関）：3回/年
– 国立大学法人：地震・地殻変動観測（GPS,傾斜,水準） ,電磁気観測、地質調査、

火山ガス観測

– 国土地理院：地殻変動観測（GPS,水準測量）

– 海上保安庁：海底火山，島嶼火山監視

– （独法）産総研（地質調査総合センター）：地質調査,火山ガス観測

– （独法）防災科技研：地震・地殻変動観測（GPS,傾斜）

アメリカ、イタリア、インドネシア、フィリピンなどいず
れの火山国も地震・地殻変動観測・電磁気観測、火山ガス
観測、地質調査の専門家が単一の国立機関に一元化。

地震観測研究には地震調査研究推進本部体制があ
るが、火山観測研究には推進本部体制もない 15

わが国の火山監視体制の課題

気象庁は火山の専門家を採用することなく，火山監視業務に
は公務員試験の合格者（工学・物理学・地球科学）をあてる

気象庁の監視部門（火山課，火山
監視情報センター）には火山専門
家としてのポストなし

たとえ専門家が入省しても専門
家として処遇されない

地学を高校で学ぶのは地学基礎
を含めて高校生の30％

地球科学分野以外の職員の多く
が火山について学んだのは中学
1年生が最終

20世紀は日本の火山活動が低調だったため，OJTも実現せず

火山観測の研究者の就職先は大
学・研究機関に限られる

大学院博士課程の進学者減少・
人材の枯渇

諸外国では，火山学の学位取得者が地震・火山調査研究
機関で，監視に従事する技術者とともに調査研究にあたる
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G8国のうち国中が地震・火山の脅威にさらされるのは日本だけ

「国土のあらゆる地域で自然災害への備えが求められる我が国の地学的状況」
（ 「東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・学術政策の検討の視点」 より）で
は，地震・火山調査研究に対しては格別の対策がとられるべき
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日本全土に影響を及ぼす
もう一つの火山噴火

カルデラ噴火（破局的噴火）
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南九州のカルデラ火山
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日本を火山灰で埋めた巨大噴火

出典：町田・新井（2003）
噴火地点から200kmほどの範囲には火砕流が到達、図中の数字は堆
積した火山灰の厚さ、関東でも約10cm

鬼界カルデラ噴火（7300年前）

20



Tatsumi & Suzuki（2014）を本人改変
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日本の巨大噴火

• 繰り返し周期は2千年から１万数千年

–阿蘇，姶良，洞爺，支笏etc

– 12万年間に18回：平均6千年に1回

• 最後の噴火は鬼界カルデラ

–今から７３００年前

今起こっても不思議はない巨大噴火

発生地点周辺50－100㎞は火砕流のため壊滅，しかし
1000~2000km圏内に10cm以上の降灰，首都圏を含め
ほぼ全国が火山灰まみれになるが1億人以上は生存 22


